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～一般会計 122億8千700万円～
　

平
成
26
年
第
２
回
議
会
定
例
会
は
３
月
６
日
か
ら
20
日
ま

で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
昨
年
12
月
定
例
会
以
降
、
議
会
が

開
催
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
審
議
で
き
な
か
っ
た
議
案
の
専

決
処
分
の
報
告
・
承
認
や
、
条
例
の
制
定
及
び
改
正
、
平
成

26
年
度
各
会
計
当
初
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
初
予
算
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
当

初
予
算
か
ら
は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
運
営
方
法
を
検
証
す

る
た
め
に
、
以
前
の
よ
う
に
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
審
査

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
８
人
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い

て
当
局
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

県支出金
31.9％
県支出金
31.9％

地方交付税 28.7％

町債
8.5％

国庫支出金
5.8％

町税
8.5％

繰入金
11.6％

依存財源
77.1％

自主財源
22.9％

諸収入　　　　　　1.5％
使用料及び手数料　0.5％
分担金負担金　　　0.5％
その他の自主財源　0.3％
•繰越金
•財産収入
•寄附金

地方消費税交付金　1.3％
地方譲与税　　　　0.8％
その他の依存財源　0.1％
•自動車取得税交付金
•地方特例交付金
•利子割交付金
•交通安全対策特別交付金
•配当割交付金
•株式等譲渡所得割交付金

人件費
9.7％ 扶助費

4.9％
公債費
4.2％

扶助費
4.9％

公債費
4.2％

普通建設
事業費
28.7％

普通建設
事業費
28.7％物件費

38.9％

補助費等
8.7％

繰出金　3.8％

義務的経費
18.8％

投資的
経費

28.7％　

その他の
経費
52.5％

維持補修費　0.3％
貸付金　0.6％
投資及び出資金積立金予備費　0.2％
　　　　　　　　　　　　　　計 1.1％

一般会計予算の構成比

歳 入
12,287,000千円
（100％）

歳 出
12,287,000千円
（100％）
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工
会
に
対
す
る
予
算
措
置
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
村
上
源
吉
議
員
）

　
　

そ
の
件
に
つ
い
て
は
現

在
も
調
査
中
で
あ
り
、
詳
細

に
つ
い
て
は
ま
だ
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
。
商
工
会
に

対
す
る
補
助
金
等
に
つ
い
て

は
、
動
向
を
見
極
め
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

（
伊
藤
副
町
長
）

　
　

総
事
業
費
は
２
８
億
９

１
９
４
万
円
に
な
る
。
年
度

別
で
は
平
成
25
年
度
が
６
３

３
１
万
円
、
26
年
度
が
１
３

億
９
４
５
２
万
円
、
27
年
度

が
１
４
億
３
４
１
０
万
円
と

な
り
ま
す
。　
（
総
務
課
長
）

　
　
　

今
、
商
工
会
の
経
理

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

町
で
は
そ
の
後
の
動
向
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
商

3

名　　　　　　称

水道事業
会 計

水道事業収益

水道事業費用

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

予　算　額

2億9,312万4千円

2億5,248万6千円

6,457万4千円

1億9,051万1千円

特別会計予算の状況

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

簡易水道事業特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

工業団地造成事業特別会計

小 島 財 産 区 特 別 会 計

飯 坂 財 産 区 特 別 会 計

大綱木財産区特別会計

小綱木財産区特別会計

山木屋財産区特別会計

17億7,071万1千円

1億6,624万9千円

1,006万3千円

2,426万3千円

1,419万2千円

492万1千円

819万3千円

14万3千円

117万1千円

15万円

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

国民健康保険特別会計
（診療施設勘定）

17億5,935万6千円

21万円

●
一
般
会
計
予
算

　
　
　

新
庁
舎
の
建
設
に
つ

い
て
は
平
成
24
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
わ
け
だ
が
、
議

会
に
対
し
て
今
ま
で
一
度
も

総
事
業
費
は
提
示
さ
れ
て
い

な
い
。
ト
ー
タ
ル
の
事
業
費

は
一
体
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

ま
た
年
度
別
に
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

●
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　
　
　

介
護
保
険
災
害
臨
時

特
例
交
付
金
が
去
年
と
比
べ

て
大
幅
に
減
額
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

全
町
民
が
被
災
者
だ
と

い
う
認
識
の
も
と
そ
の
１
割

分
を
見
込
み
、
国
に
対
し
て

も
そ
の
分
の
補
て
ん
を
要
望

し
て
い
た
が
、
国
と
の
協
議

の
中
で
補
て
ん
は
難
し
い
と

の
結
論
に
達
し
た
た
め
大
幅

な
減
額
に
な
っ
た
。

（
保
健
福
祉
課
長
）

　
　
　

川
俣
町
の
す
べ
て
の

町
民
が
被
災
者
な
の
は
明
ら

か
だ
。
こ
の
問
題
は
国
が
だ

め
だ
と
言
っ
た
か
ら
簡
単
に

引
き
下
が
る
よ
う
な
問
題
で

は
な
い
。
再
度
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。（遠

藤
宗
弘
議
員
）

　
　

町
と
し
て
も
国
に
対
し

直
接
強
く
要
望
し
て
い
た
が
、

現
実
的
に
困
難
で
あ
る
と
の

回
答
で
あ
っ
た
。
要
望
は

引
き
続
き
継
続
し
て
い
く
が
、

予
算
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な

形
で
お
願
い
し
た
い
。

（
保
健
福
祉
課
長
）

　
　
　

こ
の
件
に
つ
い
て
は

町
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。

町
長
か
ら
明
確
な
答
弁
を
い

た
だ
き
た
い
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

予
算
と
し
て
は
現
実
的

な
負
担
割
合
も
あ
る
の
で
、

こ
の
よ
う
な
形
で
組
ま
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

国
に
対
し
て
は
こ
れ
か
ら
も

強
く
要
望
し
て
い
く
。

（
古
川
町
長
）

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答

答答

答

答

当
初
予
算
に
関
す
る
質
疑

当
初
予
算
に
関
す
る
質
疑
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補
正
予
算
は
緊
急
に

必
要
な
も
の
の
は
ず
。
繰
越

事
業
が
か
な
り
目
に
つ
く
が
、

今
後
は
安
易
な
繰
り
越
し
は

控
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
黒
沢
敏
雄
議
員
）

　
　
　

新
庁
舎
建
設
に
向
け

た
全
体
の
工
程
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
町
長
は
28
年

４
月
か
ら
供
用
を
開
始
す
る

と
言
っ
て
い
る
が
、
本
当
に

間
に
合
う
の
か
。
ま
た
地
質

調
査
は
終
わ
っ
た
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

現
在
、
建
物
の
構
造
や

空
調
、
衛
生
設
備
、
電
気
設

備
な
ど
の
詳
細
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
実
施

設
計
に
つ
い
て
は
12
月
に
は

完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
次

に
用
地
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
地
権
者
の
方
々
と
交
渉

を
継
続
し
、
協
力
し
て
い
た

だ
く
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

な
お
、
地
質
調
査
に
つ
い
て

は
終
了
し
て
い
る
が
ま
だ
成

果
品
は
受
け
取
っ
て
い
な
い
。

（
総
務
課
長
）

　
　
　

復
興
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
策
定
委
託
料
に
つ
い

●
25
年
12
月
13
日
専
決
処
分

　

一
般
会
計
補
正
予
算（４

号
）

　
　
　

旧
繊
維
工
業
試
験
場

跡
地
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

い
っ
ぱ
い
で
土
地
を
地
権
者

に
返
す
こ
と
に
な
る
と
聞
い

て
い
た
が
、そ
の
後
ど
う
な
っ

た
の
か
。（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

現
在
、
地
権
者
の
方
と

協
議
中
で
あ
り
、
土
地
を
整

地
す
る
た
め
の
予
算
を
25
年

度
予
算
で
確
保
し
て
い
た
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
26
年
度
に

繰
り
越
し
さ
せ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
る
。

（
企
画
財
政
課
長
）

●
一
般
会
計
補
正
予
算（６

号
）

　
　
　

こ
の
補
正
予
算
の
補

正
前
の
額
は
、
我
々
議
会
が

提
案
を
受
け
議
決
し
た
も
の

と
違
う
。
一
体
ど
の
よ
う
な

経
過
で
こ
の
金
額
に
な
っ
た

の
か
。　
（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

こ
の
補
正
予
算
の
前
に

２
回
、
専
決
処
分
を
行
っ
て

お
り
、
そ
れ
ら
を
反
映
し
た

補
正
前
の
額
に
な
っ
て
い
る
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

除
染
対
策
事
業
費
に

つ
い
て
は
、
ス
ラ
イ
ド
制
を

用
い
た
単
価
の
見
直
し
と
消

費
税
率
も
８
％
で
見
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
町
が
実
施

し
て
い
る
そ
の
他
の
事
業
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
除

染
対
策
事
業
費
と
同
じ
よ
う

に
扱
っ
て
い
る
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

除
染
対
策
事
業
費
以
外

の
事
業
に
つ
い
て
も
消
費
税

に
つ
い
て
は
上
乗
せ
し
て
い

る
が
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
つ

い
て
は
、
確
認
の
う
え
、
現

予
算
で
対
応
で
き
な
い
部
分

に
つ
い
て
は
今
後
見
直
し
を

行
う
こ
と
に
な
る
。

（
企
画
財
政
課
長
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
２
号
）

　
　
　

普
通
徴
収
保
険
料
が

25
％
も
増
え
る
が
、
な
ぜ
そ

ん
な
に
増
え
る
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

保
険
料
が
大
幅
に
増
額

に
な
っ
た
主
な
理
由
は
、
農

地
除
染
に
よ
り
所
得
が
増
え

た
こ
と
と
、
東
京
電
力
の
賠

償
に
よ
り
所
得
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
保
健
福
祉
課
長
）

て
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
全
体
的
な
説
明
も

さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
こ
の

部
分
だ
け
認
め
ろ
と
い
う
こ

と
か
。　
（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

計
画
策
定
の
工
期
が
26

年
３
月
末
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
説
明
不
足
の
点
も
あ
っ

た
が
、
ま
と
ま
り
次
第
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
企
画
財
政
課
長
）

●
26
年
２
月
18
日
専
決
処
分

　

一
般
会
計
補
正
予
算（５

号
）

　
　
　

新
庁
舎
建
設
事
業
に

つ
い
て
だ
が
、
基
本
設
計
を

落
札
し
た
業
者
と
随
意
契
約

で
実
施
設
計
を
契
約
し
て
い

る
。
基
本
設
計
と
実
施
設
計

は
全
く
別
だ
と
思
う
が
、
何

か
根
拠
が
あ
る
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

基
本
設
計
の
内
容
を
的

確
に
実
施
設
計
に
反
映
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

本
来
、
基
本
設
計
と
実
施
設

計
は
性
質
的
に
一
体
の
も
の

で
あ
り
、
分
け
る
こ
と
は
適

当
で
は
な
い
と
考
え
る
。

（
総
務
課
長
）

●
川
俣
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定

に
関
す
る
条
例

　
　
　

川
俣
町
に
お
い
て
、

こ
の
条
例
に
該
当
す
る
事
業

者
は
何
事
業
者
あ
る
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

な
で
し
こ
川
俣
を
は
じ

め
、
町
内
で
は
５
つ
の
事
業

者
が
該
当
す
る
。

（
保
健
福
祉
課
長
）

4

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

要
望

質
問

答

答

答

答

答

答

答

答

予
算
の
補
正

専
決
処
分
の
報
告
・
承
認

条
例
の
制
定

質
問

●除染対策事業費
１３億４９７２万円減額
（理由）事業の見直し

●災害廃棄物処理処分委託料
３５３２万９千円減額
（理由）事業の完了

●農業等災害対策事業補助金
２０４０万円増額

（理由）降雪災害対策

●道路除雪作業委託料
５０４０万円増額

（理由）当初予算420万円

補正予算の主な内容

※専決処分とは
　議会が議決すべき事件を議決しない
とき等に町長が議会に代わって意思決
定を行うこと。
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受理
番号 付託委員会 件　　　　名 請願者住所及び氏名 紹介議員

氏　　名
審査
結果

受理
番号 付託委員会 件　　　　名 陳情者住所及び氏名 審査

結果

25年
７

産 業 建 設
常任委員会

学校給食への地元農産物の供給並び
に利用拡大に係る要望書

福島市北矢野目字原田東1-1
　新ふくしま農業協同組合

代表理事組合長　菅野　孝志

趣旨
採択

25年
８

産 業 建 設
常任委員会 ＴＰＰ交渉に関する要請書

福島市北矢野目字原田東1-1
　新ふくしま農業協同組合

代表理事組合長　菅野　孝志

趣旨
採択

25年
９

総 務 文 教
常任委員会

小島地区第一仮置場への「川俣地区
汚染土壌搬入」について

川俣町大字小島字杉田1
小島中組行政区　区長　鈴木　栄一 採択

25年
10

厚 生
常任委員会

平成26年度予算編成に係る福島腎
臓病患者友の会要望書

福島市荒町2-12
　福島腎臓病患者友の会

会長　長谷川　裕
採択

25年
11

総 務 文 教
常任委員会 子供の屋内遊び場に関する要望書

川俣町字舘ノ腰10
　ハンド トゥ ハンド プロジェクト カワマタ

今泉　君枝
採択

26年
１

厚 生
常任委員会

要支援者への予防給付を市町村事業
とすること等についての意見書提出
に関する陳情書

福島市渡利字渡利町9-6
　公益社団法人　認知症の人と家族の会

福島県支部　代表世話人　佐藤　和子
福島地区会　　　代　表　井桁　ユウ

採択

26年
２

総 務 文 教
常任委員会

これからの勤労青年教育のあり方に
関する要望書

東京都新宿区霞ヶ丘町7番1号
日本青年団協議会　会長　立道　　斉 採択

25年
９

産 業 建 設
常任委員会

身体障害者、高齢者にやさ
しい町づくりのための歩道
改修工事に関する請願書

川俣町大字鶴沢字芦ケ作31
　川俣町身体障がい者福祉会長

髙野　佐一　外10名

鴫原　利光
村上　源吉 採択

25年
10

産 業 建 設
常任委員会

生活道路の町道認定に関す
る請願書

川俣町大字小島字当内敷19
藤原　　啓　外18名

高橋　道弘
石河　　清
新関　善三

採択

26年
１

産 業 建 設
常任委員会

砂防ダム建設に関する請願
書

川俣町字道場16-1
石川　雅昭　外45名

新関　善三
高橋真一郎

趣旨
採択

26年
２

産 業 建 設
常任委員会

柏崎第３区生活道路町道認
定及び道路改良整備に関す
る請願書

川俣町字柏崎89-3
関　　　勇　外６名

高橋真一郎
五十嵐謙吉

継続
審査

3月定例会請願審査結果

3月定例会陳情審査結果
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第11号 専決処分の報告及びその承認について
専決第７号　川俣町町営住宅管理条例の一部を改正する条例 承認（全会一致）

第12号 専決処分の報告及びその承認について
専決第８号　平成25年度川俣町一般会計補正予算（第４号） 承認（全会一致）

第13号 専決処分の報告及びその承認について
専決第９号　平成25年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 承認（全会一致）

第14号 専決処分の報告及びその承認について
専決第10号　平成25年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第３号） 承認（全会一致）

第15号 専決処分の報告及びその承認について
専決第11号　平成25年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 承認（全会一致）

第16号 専決処分の報告及びその承認について
専決第12号　川俣中学校太陽光発電システム等設置工事請負契約の締結について 承認（全会一致）

第17号 専決処分の報告及びその承認について
専決第１号　旧川俣精練解体工事請負契約の締結について 承認（全会一致）

第18号 専決処分の報告及びその承認について
専決第２号　川俣町生活拠点形成交付金基金条例 承認（全会一致）

第19号
専決処分の報告及びその承認について
専決第３号　東京電力福島第一原子力発電所原子力災害に伴う計画的避難区域の
設定による被災者に対する平成26年度川俣町町税等の減免の特例に関する条例

承認（全会一致）

第20号 専決処分の報告及びその承認について
専決第４号　平成25年度川俣町一般会計補正予算（第５号） 承認（全会一致）

第21号 川俣町指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密着型介護予防サービス事業
者の指定に関する条例 可決（全会一致）

第22号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

第23号
第24号
第25号
第26号
第27号
第28号
第29号
第30号
第31号
第32号
第33号
第34号
第35号
第36号
第37号

川俣町行政財産使用料条例の一部を改正する条例
川俣町火葬場条例の一部を改正する条例
川俣町定住・二地域居住体験施設設置条例の一部を改正する条例
川俣町農村環境施設設置条例の一部を改正する条例
川俣町峠の森自然公園設置条例の一部を改正する条例
川俣町公共用財産使用等条例の一部を改正する条例
川俣町都市公園条例の一部を改正する条例
川俣町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
川俣町町営住宅条例の一部を改正する条例
川俣町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例
川俣町水道事業給水条例の一部を改正する条例
町道路線の認定及び廃止について
川俣町公民館使用条例の一部を改正する条例
川俣町合宿所設置条例の一部を改正する条例
川俣町社会体育施設設置条例の一部を改正する条例

可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）

議　案 件　　　　　　　　　　　　　名 審 議 結 果

3 月 定 例 会 審 議 結 果 （平成26年3月6日～20日）
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第38号 川俣町自然体験宿泊施設「おじまふるさと交流館」設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例 可決（全会一致）

第39号
第40号
第41号
第42号
第43号
第44号
第45号
第46号
第47号
第48号
第49号
第50号
第51号
第52号
第53号
第54号
第55号
第56号

川俣町美術館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
平成25年度川俣町一般会計補正予算（第６号）
平成25年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
平成25年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第４号）
平成25年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成26年度川俣町一般会計予算
平成26年度川俣町国民健康保険特別会計予算
平成26年度川俣町介護保険特別会計予算
平成26年度川俣町後期高齢者医療特別会計予算
平成26年度川俣町水道事業会計予算
平成26年度川俣町簡易水道事業特別会計予算
平成26年度川俣町奨学資金特別会計予算
平成26年度川俣町工業団地造成事業特別会計予算
平成26年度川俣町小島財産区特別会計予算
平成26年度川俣町飯坂財産区特別会計予算
平成26年度川俣町大綱木財産区特別会計予算
平成26年度川俣町小綱木財産区特別会計予算
平成26年度川俣町山木屋財産区特別会計予算

可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
撤回
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）

議　案 件　　　　　　　　　　　　　名 審 議 結 果

３月定例会における議員提案は４件で、それぞれ関係機関に意見書を送付しました。３月定例会における議員提案は４件で、それぞれ関係機関に意見書を送付しました。

砂防関係事業（砂防・地すべり・急傾斜）の推進等に関する意見書
　気象庁は、平成26年６月から８月の猛暑・豪雨・少雨など
の日本の極端な天候について、「異常気象」であると位置付けた。
年々その激しさを増している豪雨は、秋田県仙北市では６名、
東京都大島町では39名に上る死者・行方不明者を出す等甚大
な被害をもたらし、土砂災害発生件数も約900件を数えている。
　当町には、土砂災害危険渓流・急傾斜地崩壊危険箇所、合せ
て約300箇所あり、そのうち土砂災害危険区域の指定が94箇
所もあり、住民の不安は計り知れないものがある。いつ発生す
るか、わからない災害から住民の生命、財産等を守るためには、
災害予防対策の一層の充実が必要であり、特に土砂災害は人命
を一瞬にして奪う悲惨さだけでなく、いったん発生するとその
社会的・経済的影響は長年に及ぶため、未然の措置が極めて重
要である。
　よって、国及び県におかれては、土砂災害対策に万全を期す
ため、下記の事項について、特段の措置を講じられるよう強く
要望する。

記
１．砂防関係事業（砂防・地すべり・急傾斜）の早急な推進を
　図ること。
２．集中豪雨等の観測体制、予報体制の充実強化を図ること。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　平成26年３月20日
内閣総理大臣　安倍　晋三 様
国土交通大臣　太田　昭宏 様
福島県知事　佐藤　雄平 様

福島県伊達郡川俣町議会

介護保険制度見直し案に関する意見書
　現在国においては、介護保険制度の根幹に関わる見直し案が
検討され、今通常国会への提出を予定していると聞き及んでい
る。中でも「要支援者を介護保険制度の給付対象からはずし、
市町村の支援事業に委ねる」との案は、介護保険制度の理念を
壊しかねない制度の変更であり、市町村の財政上、事務上の負
担も軽視できないものと考える。
　厚生労働省は、昨年11月14日に開催した社会保障審議会介
護保険部会に「予防給付のうち市町村事業に移すのは訪問介護、
通所介護のみとし、訪問看護や訪問リハビリなどは予防給付と
して継続すること」を提案したが、訪問介護と通所介護は予防給
付の大部分を占めており、要支援外しの本質は変わっていない。
　よって、国においては、下記の事項について実現されるよう
強く要望する。

記
１．「要支援者を介護保険制度の給付対象から外し、市町村の支
　援事業に委ねる」ことを取り下げること。
２．「一定以上の所得がある人の利用料を２割に引き上げる」こ
　とを取り下げること。
以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。
　平成26年３月20日
衆議院議長　伊吹　文明 様
参議院議長　山崎　正昭 様
内閣総理大臣　安倍　晋三 様
総 務 大 臣　新藤　義孝 様
厚生労働大臣　田村　憲久 様

福島県伊達郡川俣町議会
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第１号 専決処分の報告及びその承認について
（専決第７号　川俣町町営住宅管理条例の一部を改正する条例）

第２号 専決処分の報告及びその承認について
（専決第８号　平成25年度川俣町一般会計補正予算（第４号））

第３号 専決処分の報告及びその承認について
（専決第９号　平成25年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第４号））

第４号 専決処分の報告及びその承認について
（専決第10号　平成25年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第３号））

第５号 専決処分の報告及びその承認について
（専決第11号　平成25年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号））

第６号 専決処分の報告及びその承認について
（専決第12号　川俣中学校太陽光発電システム等設置工事請負契約の締結について）

第７号 旧川俣精練解体工事請負契約の締結について

第８号 川俣町生活拠点形成交付金基金条例

第９号 東京電力福島第一原子力発電所原子力災害に伴う計画的避難区域の設定に
よる被災者に対する平成26年度川俣町町税等の減免の特例に関する条例

第10号 平成25年度川俣町一般会計補正予算（第５号）

議　案 件　　　　　　　　　　　　　名

議
員
の　

出
席
状
況

第１回臨時会で審議予定であった議案

招
集
さ
れ
て
も

開
催
さ
れ
ず

招
集
さ
れ
て
も

開
催
さ
れ
ず

第1回
臨時会

TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）交渉に関する意見書
　ＴＰＰ交渉は、昨年末までの妥結を目指して進められてきた
が、12月にシンガポールで開催されたＴＰＰ閣僚会合では、市
場アクセス、知的財産、環境、国有企業などの難航分野で各国
の隔たりが埋まらず、年内妥結を断念し、引き続き協議を続け
ていくこととなった。
　安倍総理はじめ政府の主要閣僚および与党幹部は、国会およ
び自民党による決議を守るとの交渉姿勢を堅持しており、両決
議は実質的な政府方針となっている。今後とも国益をかけた極
めて厳しい交渉が続くと予想されるが、政府はいかなる状況に
おいても、現在の姿勢を断固として貫かなければならない。
　他方、交渉が大詰めを迎えた今もなお、交渉内容についての
十分な情報は開示されないままである。ＴＰＰは、農林水産業
のみならず、食の安全、医療、保険、ＩＳＤ（投資家対国家間
の紛争解決条項）など、国民生活に直結する問題であることか
ら、国民に対する情報開示は必要不可欠である。交渉を主導し
てきた米国でさえも、自らの議会から情報開示を求められてお
り、わが国でも早急に十分な情報を開示すべきである。
　以上を踏まえ、政府に対し、ＴＰＰ交渉において下記の事項
を必ず実現するよう、強く要請する。

記
１．ＴＰＰ交渉において、衆参農林水産委員会決議を必ず実現
　すること。
２．ＴＰＰ交渉に関する国民への情報開示を徹底すること。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　平成26年３月20日
内 閣 総 理 大 臣　安倍　晋三 様
厚 生 労 働 大 臣　田村　憲久 様
農 林 水 産 大 臣　林　　芳正 様
経 済 産 業 大 臣　茂木　敏充 様
内閣府特命担当大臣　甘利　　明 様

福島県伊達郡川俣町議会

夜間透析提供体制の確保に関する意見書
　現在、全国の人工透析患者数は約30万人に達し、かつ毎年
４万人近くが新規に増加し、福島県の腎臓障がい者数は、平成
25年４月１日現在5,706名を数えるにいたっている。
　近年、慢性腎臓病（CKD）について厚生労働省は、早期の予防、
診断、治療が重要であるとの認識のもと、CKD対策を喫緊の課
題と位置付けている。また、現在、透析導入に至る原疾患の第
１位は糖尿病となっているが、生活習慣病対策が重点事業とし
て取り組まれる一方、生活習慣の改善によっても発症・進展を
防ぐことが出来ない腎疾患に対する病態解明や新規治療方法の
開発も、重要課題として位置付けられていることは大いに評価
されるところである。
　しかしながら、透析患者は年々増加傾向にあるとともに、透
析医療の進歩による長期透析者の増加などの傾向も顕著となっ
てきている状況において、近年の医師不足は、透析治療にも及
んでいる。福島県内の専門医あるいは治療機関は決して十分な
水準とは言い難く、加えて相次ぐ診療報酬の引き下げ等により、
病院設置者、クリニック開設者の透析治療への取り組み意欲は
低下する一方である。中でも夜間透析実施は、医師、スタッフ
の負担が大きく中止する施設が相次いでいる。
　人工透析患者は、透析さえ確保できれば就労可能であり、日
中のみの透析ではそれが大きく制限され、可能な限り就労し社
会活動に貢献するためには、夜間透析実施機関の確保は、欠く
ことが出来ない重要な課題となっている。
　よって、国及び県においては、下記の事項について実現され
るよう強く要望する。

記
１．夜間透析実施機関確保のため、設置、運営に対する助成制
　度を措置すること。
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。
　平成26年３月20日
衆議院議長　伊吹　文明 様
参議院議長　山崎　正昭 様
内閣総理大臣　安倍　晋三 様
総 務 大 臣　新藤　義孝 様
厚生労働大臣　田村　憲久 様
福島県知事　佐藤　雄平 様

福島県伊達郡川俣町議会
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12
月
定
例
議
会
以
来
、
３
ヶ
月
に
わ
た
り
議
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
責
任
を
果
た
す
た
め
、

議
員
報
酬
を
平
成
26
年
４
月
分
か
ら
平
成
27
年
11
月
分

ま
で（
任
期
期
間
中
）10
％
削
減
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

議案第57号
発議第５号
選挙第１号
選挙第２号

旧川俣精練解体工事請負契約の一部変更について
議会議員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
議長の選挙について
副議長の選挙について

議　　案 件　　　　　　　　　　　　　名
第３回臨時会で審議された主な項目

議
員
発
議
第
５
号
が
可
決
さ
れ
る

変更のあった役職
産業建設常任委員会委員長
産業建設常任委員会副委員長
議会運営委員会副委員長
議会運営委員会委員
川俣町庁舎建設特別委員会副委員長
川俣町庁舎建設特別委員会委員
川俣方部衛生処理組合議会議員
福島地方水道用水供給企業団議会議員

氏　　　名
石　河　　　清
高　橋　道　弘
高　橋　真一郎
高　橋　道　弘
石　河　　　清
佐　藤　喜三郎
高　橋　道　也
黒　沢　敏　雄

新たな各議会議員及び各種委員

　

待
ち
に
待
っ
た
春
も
足
早

に
過
ぎ
、
初
夏
の
た
た
ず
ま

い
の
中
み
な
さ
ま
方
に
は
ご

健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
議
会
正
常
化
の
た
め

に
は
、
個
人
の
責
を
問
う
の

で
は
な
く
、
全
議
員
が
責
を

負
う
形
で
同
意
を
み
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
３
月
28
日

の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議

長
の
辞
職
に
伴
い
議
長
に
全

会
一
致
で
指
名
推
選
で
選
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
と

よ
り
浅
学
非
才
の
私
で
あ
り

ま
す
が
、
議
員
の
み
な
さ
ま

を
は
じ
め
、
町
民
み
な
さ
ま

の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
も
と

で
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
歴
代
議
長
を

手
本
と
し
て
、
町
の
た
め
町

民
各
位
の
た
め
、
議
会
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

震
災
か
ら
三
年
、
除
染
も

一
日
一
日
と
進
ん
で
お
り
ま

す
が
早
い
終
結
を
望
む
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
時
節
柄
行

楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
農
繁
期
に

入
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
体
に
十
分
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
。
私
も
一
生
懸

命
努
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い

し
て
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

３
月
28
日
の
臨
時
議
会
で
、

全
議
員
の
信
任
を
い
た
だ
き

副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

川
俣
町
議
会
始
ま
っ
て
以
来

の
議
長
不
信
任
と
い
う
こ
と

で
、
議
会
の
混
乱
が
生
じ
ま

し
た
。

　

こ
の
混
乱
は
、
佐
藤
喜
三

郎
前
議
長
が
「
議
会
の
決
議

を
認
め
な
い
」
と
い
う
発
言

を
議
会
の
場
で
主
張
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

自
分
の
発
言
の
責
任
は
、

議
会
の
代
表
者
と
し
て
当
然
、

自
分
が
責
任
を
取
る
以
外
に

道
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
議
長
の
辞
任
に
と
も
な

い
、
副
議
長
も
辞
任
す
る
と

辞
職
し
た
た
め
、
正
副
議
長

の
交
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
ヶ
月
続
い
た
議
会
の
混

乱
を
正
常
化
し
、
民
主
的
運

営
を
進
め
て
き
た
伝
統
を
取

り
戻
し
、
川
俣
町
議
会
は
法

令
を
守
り
、
民
主
主
義
に
則

っ
た
運
営
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
努
力
す
る
決
意
で
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

議
長
就
任
の

　
　

ご
あ
い
さ
つ

黒　

沢　

敏　

雄

副
議
長
就
任
の

　
　

ご
あ
い
さ
つ

遠　

藤　

宗　

弘

第3回
臨時会

　３月28日に第３回臨時会が開催され、さきの３月定例会で提案
可決されました旧川俣精練解体工事請負契約について、工期の延長
に伴う一部変更、議員発議による議員報酬の削減、正副議長の辞任
に伴う選挙、各種議会議員及び委員の選任等を審議し、可決しました。


